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　地震波干渉法は異なる受振器での観測記録を相互相関処理することで、新たな地震波記録を作り出すものである。複
数の受振器を地中に設置しこの手法を応用すると、地中に仮想的な震源を合成することができる。この手法をバーチャ
ルソース法という。この手法は、Bakulin and Calvert (2004)により提案され、表土層の複雑性の影響を回避することが可
能である。本研究では、VS法の有効性を検討するため、数値実験とモデル実験を行った。

　数値実験では２次元領域（縦 100cm×横 170cm、vp=2000m/s、vs=1000m/s）に対して、４次精度スタッガードグ
リッドを用いた有限差分法で計算を行った。領域の左上端を座標原点とし、X=65cm、105cmに坑井１，坑井２を仮定し
た。受振器は各坑井の z=2cmから 72cmまで 10cm間隔で８個ずつ、（合計１６個）設置した。震源（リッカーウェーブ
レット：2000Hz）は領域の上端 x=5cmから 165cmまで１ cm間隔で合計 161地点に与えた。すべての震源に対する受振
記録に対し相互相関処理を行い、得られた各結果を足し合わせた。こうして仮想震源を合成し、その震源による波形記
録を得ることができた。
　この結果の妥当性を検討するために、地中の受振点位置に同様の震源を置いた場合の計算も行った。合成された仮

想震源による波形記録に類似した受振記録を得ることができた。

　また、縦 100cm×横 170cm×厚さ 2cmの板（vp=1990m/s、vs=980m/s）でモデル実験を行った。坑井の位置と受振
器の設置に関しては同じ条件であるが、震源は板の上端を x=5cmから 165cmまで 5cm間隔で合計 33地点を打撃した。
数値実験と同様に相互相関処理と足し合わせを行うことで、仮想震源を震源とする波形記録を合成した。その記録と受振
点位置を打撃したときの受振記録と比較してもよい類似が見られた。こうして、VS法の有効性を数値実験で確認できた。

　本研究ではバーチャルソース法を用いて、地表の震源からの波を二つの坑井内に設置された複数の受振点で観測し、
それらの波形記録の相互相関処理から坑井間トモグラフィに利用可能な記録を合成することを目的として、室内実験及
び数値実験を行った。各実験結果を比較すると、精度のよい類似した記録を得ることができた。今後は本技術の実用化
にむけて、得られた波形の処理方法の検討や、より複雑なモデルを用いた実験データの逆解析、現場データへの適用な
どを行いたい。


